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熨田十郎兵衛尉

]591

牝"1で文吉(1兵払市中邑牝π町)'
茶1じ}県央」近世}、1、Ⅱ号。「静岡
11ιリJiH5、牝π寺文冉16ぢ※

城での大1役を勤めるにあたり五姓並の
誥役を免除すること。牙汁1椛掛離仁'進1さ
れたナa1村の大1茂左偉炉斯哉の証文写。
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閑阿桶入道、
木屋彌、、二郎

秀次/花羽り

浅野長吉外三名連署書下

1田古寒日録」堀
見文冉

159}

気賀村市ぱ之炉ν、
夫かたへ

堀尿次郎介泰勝{花
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申1少汰有、堀兄'築介卜云力、」とあり

「虚六鉄_。Hεと増IPⅡ6.H7※

堀尾泰勝者状

龍連寺より堀尾氏へ捉出された寺領
指出
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繕1牙勝ι央1近1拠、Ⅱ21ナ、邦1岡W
史"拓、牝汀 1之冉17り"

野久介

南部大膳火夫

見付閼屡を閑阿朝入迫米屋煽':鄭に市
しイ寸ける→〒愽斎壽鳳は見Uの代官力

'1、卓t右'【売

浜空.郡小竹之六浜松1打西区"
路町)、1静M拶,リ鄭近仙2 -10り
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1兌政匝1匠論家
諾,難殆f大塘大夫
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1掛川誌チ般では賀
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對宗光と当証

土佐山内宗宝物資11鮪慈。相山二
鄭詰刈井1+の関所』※

才軽家文,k厩文孚研究氾村鮪
藏)。荊際県史1近梃 1、10Hナ文
1!;英
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〔54〕
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盛冏市中央公民館蔵)。f酉森県
央」中1切、6認号※

盛岡南部家文霄{岩手県盛同市
盛岡市中央公民館藏)。鑓芹斜り
史」中世}、537号Σ

土佐山内家宝物資料角藏。相田二
郎著「中世の閉所」※
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no 年

141 優長5)フ.17

西暦

優長5)フ.]フ

]600

優長5)フ]フ

文書名

内府ちかひの條た

H2

1600

σ菱長5)8・2

豊臣家三奉行迎署書杁

1600

143

豊臣家二大老逵署書状

(慶長5)86

}6(冷

発給者

徳川家康冉杁写

M^1 (慶長5)88

16(刃

長大正家儒帥叫、
増右長盛伝帥叫、
徳善玄以(花抑)

H5

石Ⅲ三成皆扶写

ノ慶長5)S 13

安芸中納言輝元、
備前中納詣秀宗

]600

M6

堀足吉晴書状写

畷1踊途碍

1・17

者

家旗

1600

真田安房守

1之」ι5)822

徳川家雄書状写

HS

1600

徳川家康を弾劾する13力条の弾劾
書。吉晴宛の添書が「武家亊紀」に所収
されている。吉晴へも送られ大と考え
られる

イ捷上5冶22

石田治部少輔三成判

羽柴肥前守

H9

紬川オ汀.女古状冒

}600

隱上5)8・2、1

内客

堀足擶刀

}30

jl・伊["政霄状写

家康へのN劾状の添状。真Ⅲ昌幸宛。

堀帯刀吉暗旧刷写)

}600

捜!ι5)825

家康弾劾紘へのモ利紳元字喜多秀家
のー.大老により添紘。河戈の書林が他
へも発給されたと懋力れる。

佐々正野皆快

1:〕1

1600

摂山安房守

御謹(宗康)

捲R5)825

祝島正則書状

家班、"01血政・':多忠、赫に吉靖の状
態を窺わせ、古鵡へ何の養生するよう
に伝える、

1600

御誹総判

堤}ιヨフ、8頃

徳川家康沓υ、写

田民部

h瓣三成、RⅢ",毛へ卓貝勉後の消轍
を伝える。水野忠重の殺智と堀泥古藁
の様子,中村一氏"死について立と事
件を吉事のことと評Lている

132

]600

1徳川家康文書研究」中巻、P51'1・
516美

汁伊兵部少楠迫敗

授1ι5}S26

訂吉ウ行松井設ナ也料訊
■i紙)

堀尾帯刀

出典

16(川

正散{花押1

153

真田宗文書。!徳川家康文霄研究」
中巻、P516※

堀尾偏濃守、山内対
巧守、右汚玄待頭、
な下右兵衛新

太閤記武学事紀

吉晴、田中吉次へ加賀野ナ1・市y!との乱
闘で負糊した際に岡崎で治療を受け
たことの御礼を逃べる

羽左衛門火夫正則
(花押)

慶1鰯)326

16{冷

151

「武家事記」。「那能越古文霄叢」、
1徳川家康文霄研究」中巻、P517※

本多佐渡守、
四尾踊皷守、
村越於介殿

(皮女5)829

トど川唆染1;UJり

家康、村越直吉に吉晴の様子を窺わせ

権現杠御誹御判

105

}詣牒齢録上刷立公文書鮪内闇文
座藏)諾

'D ・

1600

(慶1闘)9 玲

松井佐渡守ヒ再(花
抑)、右古四鄭右衛門
對立行紺詳ル

杁璽U、

備

家康剖,帥の事を伝え御心易くナるよ
う、委細は使者の口上で行います

堀足占喝書な写

156

松雲公採拠遺編類築26{金沢市立
圃古鯨糊、和支阜県刻資"編古
代中世1、松雲公採英遺編類築26
※。「剛ケ厘軍五ιノJ女」、「古今消庖
隻」「関ケ唖合戟史11染」。

1600

淺予1田

(慶1.3917)

徳川宏康沓状写

岐阜攻めについての在途

]57

加,足は農守、111内対
上f、イ!.]ー,、",,貝、
松下右丘,南野

}600

σ鋤点沿欝

佐々正李か科"1尖示へトカの精勢を
伝える。浜松、越舸培中仁ついて

鳥長年中卜蚤記

158

田中文冉f東史謄)※。「田中民部
大,'冉杁万上良整異塾大¥幸田
成友文輝技)

iゴ、1t 御判

1600

J;ど',]0 Ⅱ

福島正則寸戈野jと政へ'也琳・注野・速瓣
衆か川匙介或仁器科したこと.昨i1岐
1重リ硫を,'詳◆ 1,たことを振える

中修刊

吉川広家自筆沓υ、簑

]59

「古文吉優ム'川主段邸叢"徳川
家誤文占の研究」ホ巻瑪78579

]600

堀楊刀印"

、躍j15)1012

岐〒攻め1こついて賞・1 る

剪

慶長見聞録

据泥1'1'呉"'、'U111備
Oly11'f 抑"物、,11
火対jl,勺、イijl,1、昇
タ゛、快 1、{1兵 1々111
'1ιy}/1.泉ノ、大

]60

}600

、古ズよ隻J1 存'11〕中肱火帖家
戲弁ι11r澁曳文古の研究1中巻
栃76577託

1卸諒

峡長3力)]017

「関ケ1票軍記大
成」のものは欠字
なし

紳川1:'事1{,態j1 打吉、小川秀成へナ、
谷古鞭力越猫ψ小城を攻め劉字暦が
り,1<'、1 る上の11汁北を 1工える

堀尽一偏判物

1600

板坂卜育

161

那支、17J!.リ越資11編古代ヰ,糧1、伊
迂之冉3・りま

堀!ι勘解山・1禅亡宮内越削府小城の留
]'}■1 ζい'}

隆」<5)]0 晦

西笑和尚文畷

細剛優史」3では
「出小民部大輔霄
紘写」の枝訂が優
れているとのこと

*対川

}600

秋川笈兜1卜棄北大芋附憾秘冉鰄
識). il」森哩史」ヰ、1{捻、780り※

{広家,

稲垣七左衛門計冉壮

敲リ吹めの札翻を祝ナ

堀晃偏濃守

'戈野字文冉"■本古之智
京式霄打Iui露

2)浜松期(天正18,9~慶長5.11)

】600

占鴫岐9の畍列を賀し、恕↓モの沸を山
内・耶に仏1剥'1る 2 3 "の・・・1は lk
UX厘古、

薪淋井鉾幻介再中牙大補{剖
ヴ公之占i"藏)、1徳批宗地文冉の
研究j中怠ア62963鱸

久代踏備霄紘剛禮も

宮内f北押)

162 年未諄3}フ

女浅、1ど氏よ;}の1分撮七 n n・之を捉1"
を、!したの、Cこ太を瓢丘1る明91]1
「1 の i1 戸」11.発を丘;える

中川宏リ(よ{袖戸大学¥L.1小川
家文告}引ぢ※

(西ヲ゛

]63

堀児1ぶ謬小仕大地の判さえに桝かれ
た

年未詳8}0

補垣七左衞1"祥上礼
押)

訊d爵記1会1、「武宗事紀」巻23ま

浅野

畷木所在不明

]64

ゾJ1村「孫右衛門」
i^1支〕

言川広宗、鬨ケ原介吸則後のり、況と東
軍との和議について古垪立からの人
質を堀足膨、氏か預かる。家染木陣まで
の迫案内を堀尾が務めた

印未詳]05

%耕t兪録1 松平安墾守、(田立
公文古凡嵐)}徳、川家リt文沓の
研究1小な P63笈

図沓外二名迎署伏

雛儁、花1澗

徳僧紬"Ⅲ玄以)

徳川宗匙、〒出山の陣を1"発1る。先
純福島、6番手に堀昆f恕氏勢)

長東正家沓状写

「御'功記_
公記」墾

岩本村、ぶ老竹、新
在家村、貞女村

山村、竹木の伐採を条ずる,

堀尾吉賭制札(ホ札)

「占χ舎奨19イ]川主殿顛纖 f袖
川宗焼文冉の研究j中迩 P6聡

西艾承兌、前山玄以の赦免について堀
晃吉岸,と会談したことを玄以へ伝え
る

、見返シ央ウワリ1,
人陽左衛門

加兵往堅黒印)、
彦兵衛(里印)、

1、
図書(花押)

{山内宗史11

{改ンど、之;影{、1籬26露

吉晞の他所へ詐呼なく紙を売ること
を1也喫と・}'る命分を稲垣から各竹力
ヘイ云える

吉川京之,!;j大ヨ本古文冉
家文占,12、9}31ナ"

長東大藏

ι1,」
左ノ

堀1己1水ずが膨、氏/＼出二1・殿岐かり・えら
れる'を伝える

陣腰鄭瑞}安義'、拜部断野即舮上j
5、S79)}望

帯刀f花押)

木村孫6衛門*之冉イ述山市宗久
町J_井1立;"f'史1資鷲概6、木竹孫
右衛門宗之占7寸※

う'、み1原大郎

堀尾帯刀

相罰寺所纖、汗則"占裁
尚之家セ2m"

士川

大滝神袿之、t1越介、j1Ⅱ今之癒!ナ、
危),1今立司'!資1擬肥、大直神
社文1捲"ル

(ふさ、)寺)

大症場地改めの泰行案内役を命じる

四羚六所(津森祁社)の所領について
の払不

氾関町芭,蔀の総識"鋼形兵文化研
究n3、「里羽町所註の関ケ原介敦
関係文古について_唱ぢ沫

西父鞠

吉晞曹済寺山の竹木伐採を禁ずる

〔5幻

浜名郡中村文沓{浜松市中R鄭
踏町).兆争「剖ι史村」5浜名郡巾
村文吉17号^

{見返シ奥ウワ
古)、{切封膨引J
久代勘右衞門尉
誤備、大閥と衛門
村、人力御中'

●毛利神社文霄f浜松市南区芳川
町)、待争冏県史卜H5、津毛利神
社文古1号※

普済寺文古イ浜松市中区広沢町)。
猪,岡県史」近心打、1妬号.1静岡県
史牛U5、菩済寺文書8号※

考△
口
=
n受号

参
ぢ

参
考

一
ゞ
ν
り



3)出雲入国(慶長 5.11 以降)

no 手

]64 暖IC5 Ⅱ 6

^ー

}65

西暦

慶長5力)会辺1

}66

16(川

喫1乏6J}22.1

167

堀尾一柘証状才形罫

文霄名

]600

慶長6}正5

吉川貞桓証二k折紙

168

]6(幻

イ慶長6頃}2器

西美鞠伺文案

]69

160]

嘩長6}221

申ヒ兌

] 70

弓昏昔合?ぢ

宮内(花押)

}60]

慶長6327

]フ}

落合貞綬冉秋

吉川新兵衡騒貞塗
1む餌し

160]

畷長船27

岩犀寺寺厩書出

1【2

]6悦

西美

饗長6327

堀,足念.氏知行宛行紘

大竜五ケ村中

河造北鵡豊烹花押}

}60】

]73

堀足忠氏鄭行宛行紘

疫女6力治27

擢都

171

湛駿ノ、 1討1

]601

唆長6力 j327

1・・{^1;ι

,占、氏知行目11

緩'気燭をホし付けるにより三把ホを
免爵γ上る

接↓く6} 327

岩屋寺モ武

姉Ⅸ

御奉行中

]76

大沌村の兵成について、系を上納する
よっ兆不ナる

据尾き、氏知行宛行リ■

矮長6」N I0

内容

]601

山、氏 11酎平)

堀足t、氏知行宛行り、、

人庭神王

西父承溌、出雲圃造千宗と堀尾忠、氏と
の澗を取り持つことを伝える

16磁

白、氏花岬

膿1と6耶?6

塔泥念、氏鰯行宛行"上

同造北碑漬キ.より堀足宗の返行へ杵
笑大社の火切式など岱来を6力条に力
オ'り均 L

上柾甫庵公

狐悦

,古、氏

塔X糸寄進訊勺

辻地介

晦R6卵2b

大庭宮山盛伐共止について

1601

大亮神社文醤(越則市今立町大
沌),f福"以矧資料饗6、大危神
社文舎25号,

懲氏北押

陽淺勘干

] 79

堀足¥四ξ行N署吉池J

岩足寺、堀尾家臣土肥甫雄への寺の出
箔・当緬の杏出

1美;tjと R,:、里掘
三介、 HⅡ格イ_,衛
雜1野△り<1宇
カ、宮崎ナ上新九
ケリ

山、天 1酎挙

1之長6glj2b

出典

二山村宗文書{越前市今立町大
竜)。1今立町誌」資千1矯2、三瓣村
家文書2'1号ま

玲悦

Uりモイ茗01

W、氏、辻角介へ所緬230hを宛行

竹矢村平痘人輪言文占、松打.市竹
矢町}、1八東郡誌、1平濱八帳宮}0
/-H

努,忙父1腎水h或'X等暹リ、

玲0

相国寺蔵。「相圃寺蔵西芙和尚
文案栓32号,

殘長6垪"b

左三'1村典IN花捌

曽、氏、陽淺勘平に所領を宛行

換口彦動

玲峨

千家努爵家文書2イ出雲市大社
河ハ「獲島根県史場築資料N

糎打勘人

端}亡立叫本h喧Xだ維.リ

張ノ、郭nキ曾花押、頴
n助廿秀、花押ハ左5
舟轡貞1」北押、諾N
勤系光花抑

W、氏、点宇郡揚R汁ナ・意宇郡出妥然内
の地を浅井長三郎地四名に鰯行地と
て、5 えるし

】 S}

大庭村袖魂袖袿之書井公π市大庭
en、「八東郡誌.1大庭村神詫神社
文古66号。1意宇穴社文告」秋上宗
文古221'ナ"

疫長6」鄭26

1肴考

小杉右街門佐

16幌

紅ノ、誠R11花抑、類
丑動」モ秀を押<ι g
衞野貞、,化抑,、発罪
靭宗)ι花判

猫lt、ミ牢1丁八琶 Z b、ゞ、

忠氏、櫛口彦鋤へ37幌iを宛行

非代比定f今立涛
誌」による'

岩屋寺文寺。細島根県史穐纂央
訓,1、「仁多郡誌」岩鑾寺2ぢま

押πξ一f';話卜駈2二

:8、. 恐R6」鄭26

誓、氏、柄兵捲八へ2Ⅸ〕イiを宛行

玲磁

山田普次鄭纖文書、;島根県史.玲
※_「山細家文書」「細島誤県史揚
纂姿÷H

1古含江ノ'唖典1見 1ξ
押、堀兄噸最1切豆字
花押、寺川左兵南1"1
災1豹北井、細ltリ符
'上工元;花ナ11

誓、氏、小杉右商門佐へ150イiを宛1丁

""亡支四ξJI',讐宙暹b、

イ青ノ1くし

IS3

陽淺文*、イ染史即、珠ノ史1{埜
を乞1'

隆長印邪齢

0卓郡勲部写ノ、向之内6畝21歩を等暹
、1、 JI

玲m

11A江j、譲0郭押足
ι廼、1勤正秀、と批古f
衛欝奥IU、W足;●蔀助
罫τπ二

禽Hリ'各宕j

庫美神社文1シ受比県頴洲郡幸樹
町聾美天袖社J。東史影}'

」露!イ三1、二Eq,1、1丁、弓i!114;,翻1}

] S I

辻孔郡安出村の火nhの地を欝匙丁
る{擬'慕難,Wι糎莫資IL仕宛t
欠,東」1じノ、¥.史"鞍篁所所蔵「影ぢ不[
により発名を;'J}

1妥及6」邪26

乃木村善元寺文沓、松江市浜乃木
01、,1人11,郡「1{1三孔光二・文メ、}・P

}60}

r八巣郡此、1には
発名欠 i拾島根
単兜繊域賛料.K
補う

,1介義ノ'貞貞翹花
抑、堀lt欺{,動」て秀
.イ酎下、古川左兵備塔
典1'花打1、据足;゛滞
助二難二花押

「伯ぎ士七を69見言妬_會兌烈雇
池行'1円狐叢冉j1※。

原本所在不明

}S5

疑込北焼1

堀尾氏四恐h点・ぎ,告途扶

受長6玩}26

ノ、正3年頃斧圃喋
に子斤在

能'郡符出八栽緬、禽ヰ之内匁発イiの
地を寄巡・1る

「伯耆';_民知.含見郡6 會見郡轟
池村蹄"ぶ翠挺彬

}6繊

「加暫ι;」を6 介見郡6"介見郡;H
,也村.町痴振叢書 1、11

]S6

洛6薮八1頁於遅花
押上Uι執n動正秀
'花押、ム川ん兵衛野
典地花羽1、従忙村義
勁宗光1誘甲

艦込北畷

原本所在不瞬

堀登氏瑠*行寺顎{盲途";j

耀長6鯏26

f己'、井士ナ,'之好,-f〒ι苫IC1己
都祥社之古;巷;1那忌都町1、f山
捺一地蟻の疑史釘11蛯寸,!ふるさ
と忌怒史",訟

礼魂断客祭磁北脊}分19イ}を欝逃・上る

]601

玲7

堀尾宗脳桑七察"b、

再j支11ご

製ノ'g員◆花弁、師
Ij動正秀花抑、左丘
偽1対貞担 1ι押
動宗光花1゛

矮長6引」26

祥■新符祭繊北赫分19h'の寄溢松案
文

'ム水寺文1!ン安東市七.恕島談野
史箔夏食IH 芽、弓1史gj}

玲Ⅸ

「1口耆t{'には{/C
牝六"弓とある

ISS

堀兄京倒張行嵜巡1}、

,驫ノ、鎭貞旦,花甑11
1・1動正秀:花押
1ξ1ξ,111!1 ノヒj那'
勗宗光花抑

躍長6卯26

「伯耆志,にlf元
和六"ごとある

?中三鬼1申・!

玲m

竹矢三文古'安史11」広癖誓D f粥
島1難ι兜瑚繋安斗"

神魂新嘗祭瓣千宗分1フイiを嵜掘1る

「Jnダヨ'{・{」{'
ぢ欠

堀足氏誇預岱走#、

、?人「i{旨嗣ノE小1」 4ii
段勗正秀花押、左.!「
街尉貞1亘花打]ハ1;都
勘示光,花"1

江11井、,」'}

¥」1

→支1」,
寸1,"

160]

北島*裁,計旦畷司道業文冉打団
,;「 2

大が村の内7H111を寄迎1る

北野神社文マト、な汀市能野ヨn,
1、意字六社文古1詫野N社文冉9号茲兄宗四左行述署寄諧.軌

虹ノ゛昼R;1、花押、那
母防止秀、化1甲j、左兵
衛均貞担礼押"、打部
紬宗光、花奔

小史#ニ:で卯'を
を憾'丁

袖魂神社弘上¥文よ松"稔入
耀町}、f寺宇六社文冉H/、11こk
、.1222 ぢ

を宇郡正柞寺へ大庭村の内器入の地
をごガ堂・1る

茲ノ、瓢旨綬 1酎干、鋲
丑助正秀{花押、左g
1可騒豆1目イ粉甲<玲下;
効汁t光才白1

斯星別火

千室屶爵唆文書2沸]島板以兜精
箪安鷲,泌秒H繕'覧」

き牢郡伊弓之内フイ汀斗専逕ナる

監jJ兵貞綬花抑 誘

狂島正秀{花舸1、左兵
備判貞福.イを羽1}、髭部
助宗ヅご花押

八幡検札

袖魂神社秋卜京
文占222号:ヅ条文
0) i)

丘掌郡犠疑竹之内1碗iの地をご二裡す

報魂神村秋1、女文賓キ1ン].市ノ、
施町)、f嚢字六社文き1秋主宗文
占22}号又:'=1

0

乃木村苦予U司

北

き中赤<幡"之内諦'の地を寄暹する

入施村正札寺閃係ズ香孤?T市大
庭牙ニゾ゛1{●盃t、」大庭村正"、寺
1洗係文、了]ぢま

能野伊芽宮別火

纛宇郡乃木誓光当象として塞郭の内S
h、の地を黄3豊ナる

煮爽竹栗光寺文占(東出歌町)_
「八奥子琵占」乗光キ]・号卦

寺、牛弔部t野村伊勢宮緬へ富窯の内Ⅱ
イ」の地を寄迄する f打に2Πiを修理
瓣として免ぜら九る

揖晃村揖艮神H文'じ典出会町
f八東郡誌j掘墨神社3ぢ※、「搭島
宗県史糒篤安1袿
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189 慶長6卯26

西暦

190 慶長併那26

160}

]91

文書名

堀尾家四奉行連署寄進状

慶長6卯26

]60]

192

堀尾家四奉行迎署寄進状

慶長6川]26

160]

193

堀尾家四奉行述署寄進壮

蔵人頭貞覇能押)、頼
母助正秀(花押)、左兵
衛尉貞恒く花押)、掃部
助宗光(花押・

発給者

暖長 6川126

1601

}(〕 1

堀尾家四玉行連署寄進紘

蔵ノ、頭貞親(花押)、頼
母助正秀(花押)、左兵
衛計貞担(花押)、掃部
助宗光q帥1

跨1<61Ⅱ126

1601

リ玲

堀晃家四途行池男寄迎状

蔵人正貞親(花押)、顛
母助正秀才ι押)、左兵
衛尉貞恒(花押)、揣部
助宗光(花押)

に.1tb U12b

八重垣別火

160]

1勺{」

者

堀尾京餌玉行述訓寄暹怯

蔵ノ、頭旨親(花押)、頴
母助正秀(花押)区区
区E貞恒(花押)、〔、1_
助宗光く花押

杣主

1(〕ー

}601

心1、h1那

堀足家灣太行迎料嵜暹扶

き宇郡佐草村之内n石の地を寄進す
る

蔵ノ、頭旨親(花押)頼
母効正秀く花押)左兵
衛尉劇亘く花押)、掃
部助宗光才討W

]60]

一加寺

198

内容

堀尾恕、氏器進1上オ斤紙,

j警1<6)515

銀子70匁を寄進する。{美保関町央朴
では1燐明錢力】とする)

茲人顕貞ネ鄭花押)、煩
母勧正秀1花卯)、左兵
衛尉貞恒{花捌・、揣都
効宗光井帥1

]60]

】99

日御碕杣主

堀足忠、氏寄巡辻写

慶長b 18)17

一畑寺へ桶縫棚小堺ljの内20石を
寄進1る

藏ノ、郵旨袈'イ酎耽、
頼母助正秀t花押)、
左兵衛勸貞桓花判1)、
揣都助宗光1酎叩)

]601

200

杵築別火

湛介貞親下知P、

慶1那817

]601

杣門郡富村200イiを寄辺する

人重垣杣社社家佐草家文書
井公江市佐草町)1纛宇六社文者」
佐草家文冉10号※

信濃守忠、氏(イ削甲)

201

/峯寺)

斗ι尾家円'行迎料寄世"、

慶長6817

出典

202

1601

1111、三先」

神門郡富村50石を寄迦する

美保閉町美保礼1社戈・,={松IT.市美
保関町)。r人東郡誌1美保袖社文
il;'1リ炎。1美悍関町史HJ

リノ
Y/

慶長〔途}フ

岩屋寺

塀足茶矧イ、11迎毛寄進"、

203

小氏^花抑

慶1ι6820

餓石郡峯寺へ三刀屋村内]2hの地を
寄迦1る6島根懸史編業資1ヒてけ腎
光寺註文冉として影写)

落合藏人顕貞親【、花
抑

16幌

山山行泙1、夫

一炯寺文冉(出ゞ1市)_f史料綜
覧1・1一都寺古文'関係資千H33
・け笈

201

均:1ι'女拘 4行,史>1嵜巡U、

'VLi!旨親、1酎平)、示
母北」」1.秀{イ吋甲1、左兵
衛じ打'Ⅱ日{花打1}、松部
助*光'花判

腰士、6827

160}

L〔乃

山Ⅲ百澤太犬

堀忙氏網4行迎X富遅松力

岩属寺へ]5イイを寄進する

儲i

16m

股j小9]6

門御碕神社蔵文醤lf旧島根4ι史
;号築資1・H ※

2f怖

斗ι忙頼母jモ秀b、ド遡人他料
"'" 1}

蔵ノ、染曽視、イ誠甲、師
最孔]1下秀イ〔押,、/1・兵
衛野貞t口、樹ψ1、1'部
蛎示亢化卯

1,,氏、伊勢ノ、神宮に袖門郡局来村内
}50イiを嵜迦1る。×0197の正文

}601

能野別火

瑳k6)}0.3

別火盛一蔵文(↓談出雲市火社町)。
1旧島根県史編築資H株

堀晃家寺緬寄進,汰

160}

W、氏、伊勢ノ、抑宮に神門郡朽ホ村内
150イ】を雋:辺ナる

駐ノ0f1旨鞄イL抑}、甑
1"jH,秀北1¥、ノ..反
何1'!貝lf1 化ナ11 .1脚11
効ネ光化判

珪墾と6112'1

能碇大明神)

畷」ミ午中ト?託ι

リ0S

普光寺ゞ影寺リ議之工雲南市{刀
屋田).f蛾イ]郡"1.湘島根県史
繼桑資外誠

1601

北野村領の内2、1イiを修理山として免
山とい7hを祭山と1るように伝達
・ナフ

持!ミ6鵬n2]

安圃寺県1円

船卸化艸}、戯人、花
艸}、ノ,'兵衛 IL1甲)、
郵n 花打1)

1601

佐i、人11,

2(川

岩燮寺譲之よ鞭1'并雛ι央繼ヲ,資
11j.fl_.多1弔'ι1¥;1、1寺17りま

能荘火暢神領とし、C]2イi寄逃ナる,打
の都分欠けているか残存部分から別1
と抗定.

坂,尾氏暴制

!之1と612 」

澁ノ、頸、花訓町、穎母
助(イ〔押)、た兵衛琳、
揣都助(花抑)

]6畷

仏大ノ、n

210

二IF肌1.、ソW 物i'jJiゞ女之、11、'一千 L1ι
リリ資託糊ヰ唯招、古沢之冉'ぷ厳

堀忙家円衣行辻料寄巡υ、写

慶女61 26

佐太k社に工ι11配レ内]00イ]の地を寄〕旦
・"フ

板坂卜交

御取、寺山昇'櫛占軸1{ι、'H二1水茲
之111}仁ヰι史影諜,"叫1上文脚文
、11」リL史,三),、練井;)、:示リ'立博
物館所纖文冉'仁ilfキ越姿H福
中糧2、古沢文,1;3号、

μ゛1神11

2H

]60}

鄭不打獄

慶長72'1

落駐ノV花押)

堀晃家一1玉行辻料漆汎

212

仏太j、1!;こil、貌郡内100イ]山地を厶巡
・1、る

慶長72 7

1601

封愨鳥

山劉勘左衛将花
抑}、郡村彌吉花押1

延野神社、松iT市八gliヨ上。f点井
六11.文'11」雄野神11、]0リ"

213

治合蔵人国役御免1大

出g、化古神社へ寄池

1602

慶長7 27

落介柱人頭典綬朝、
堀足頴丑助正秀判、
言川左E.衛對典也
判、堺,尾掃部宗光"

峨11'宗之.1;・b立1蕪b'),1Ⅲ勗打N,1
史糎竿資那※、虻H則ι史杣社.資
"】に写

神門力ヘ!1羽をりえろ

岩倉寺枝札

2H

"'1」1'.仕、「「1)耒
カ_

16伐

竹矢役人源貝衛

(慶長7)222

縦聡.ンに1'ι,{敷・"'"、力所、山"、,竹
'、,,をヰi進1る

§;111Ξ!丑、=二11

'合X人典;旦'花
打1}、堀尾頼母正秀
q捌甲)、堀足船都宗
光、花抑)

佐大村佐ナ、、神社之,「契松戚市廃島
町J,1人東郡誌」佐太1峅上χ代
10り王

16促

安田寺仲乞

2]5

1史11ミ1、覧」1蹴t6
年山26Π条

宗染、」翰足,〒鴫';をイイして、関ケぬの
、ル、、につい、C,よ、上る

慶長7 221

鰐淵寺定古写

1602

北配や丘衛野、佐
草左衛打到

佐太lj佐ノ、袖社文11}1松if11i塵島
nD。ゾU1舗翫綴佐大祁社χ上
Hリ※

洛載人旨剥

授壬ι6 午Hljの栞腿に閃力るもの力

堀尾頼母助冉状

]602

安国寺へ県制を与・える

「史1卜綜覧」1受長6817条"

千家民部少輪

斗'況煩仕正秀花1甲、
苫介江ノ、貞親.花押}、
塚,児玲部宗光矧甲

御門寺之冉匡li史影J、炎 11雅汗!]
袖門寺湛}

堀尾家四玉行迎署寄運扶

秀宮領を価6のごとく寄IJにより全
く村.務あるべきこと

堀見頓母正秀花抑、
浩会柱人負糊花抑、
堀尾掃部宗寺花抑

郡平左衛門

_E陽竹徐終、寺之よなΠ'市工陽
Njl. VU;●宛古1様巳」、寺之,ι;]琴'斗

倒造殿よ,}御方への御割分上して弐
百hど柞笑珂屋敷マカ所の知行を認
める

堀晃頓母助正秀才モ
1甲

泥tと兜靖染見聖鱗

安川丁之代なイ1.【1】竹父町安国寺
藏,、り、央郡,"1竹矢1}安細寺文
111'2印ナ轄

謡棋」ξ・了'1:行事

苫合載人頭貞親(花
押}、掘尾頼畢助正秀
{花押、吉川左兵衛野
貞直花押)、堀尾揣部
助宗光W酎甲

ノ、庭社官衆・・D人分の五1役免;余の恕
氏の指小ざ仏凡る

安村占文.」1、松11.「1」竹矢日J 安田吉
敬)、i八東郡,t1竹欠村安矧寺文
1112フり"

鰐淵寺午行事

宗川悔岐謡モ在練朝巨堀兄難刀

晰卸碕竹

TI、ト.家文、1t{松}1.市ノ、喰"!
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た兵備券に花押
を枯,{tナ}

すJ1モ・1'f]"のイ'1/「
はり、見か

堀足氏考胤寺の寺式を定める。跨写本

佃伽碕神社)

千唆屶冉家之代2、出叡市ソ、村
町)、1愉島桜県史禰鳳資斗N

杵築との土地境界について

大癒"袖詫神付.ス:冉松1嚇i、j、症
町)、f八東郡乱1大胞村袖魂神村
こτ.1168÷J ま

日御碕袖社関係
年号は別筵貼
紙)と記ノ、

H御砧神領として袖門郡函村仁20oli
を寄進する

岩倉寺安"市広師町1。"4杠W,1
史編箪資1Ⅱ近世羊写摘17蹴

切淵寺之円'1三宕市)。東史影

〔6田

謡淵寺文霄3●雲市1。細H井則'1
史編ヲ"",U中也筆写穫6※

小野家文古2イ出雲市火社町リ投
島根峡史編築資村炎

擾長6年、八東
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2如 慶長9卯10

慶長96 23

西暦

2・11 慶長97 5

1604

242 慶長98'1

甫庵打疲状

243

文書名

1604

慶長98]3

寛政重修諸家諾

2M

]604

(慶長9)9]0

吉川氏年貢返納皆済杭案

}6Ⅸ

245 慶長9、19

堀尾忠氏五蛤塔

}6悦

2・16

豊國大明神蝕時祭E記

発給

]601

南庵(花押)

堤長9}06

徳川秀恕、沓怯写

]601

2・17

人原初社棟札

堤長9106

士川内
尉

160・1

21S

杵築大社神領宛行扶

原勘右衛門

寛融寺待者

穐」と9106
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贅子「
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授」ι91023
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納田祖を返却1る

堀尾帯刀
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2「0
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砂岩稔"262師

畷k9 W23

豊國袖礼勲.時祭に堀児出史守馬3疋を
甫一ご7
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Z31

')
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融寺1号※
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千宗民部少朝降IX花
押)、長谷左衛門討広
佐(花押)、北崎采女允
宗將才詳ル、北配惣兵
衛尉康業、花押)、佐草
左衛門琳貴渚井酔1、
儲輿兵衛對孝長1花
1甲}

!ン R 9 1023
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Zふ2

!寛政電修誥宗議」※

堀尾家宗踵が杵築火社領を承認する。
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瑳R 9 1025
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炎,「ソ、H 本史村」12-2
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吸同火々n1供養塔」8椛
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晦1ι9)扮27
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゛11
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慶長 9 1220

小,}・汁助忙訶1}、1
川左兵nlu」典 tlfイL
抑)、嵒介藏人顕貞競
{花打IJ
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授長10)618
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16悦
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とある

別火善四郎より千宗への芸文。公儀と
堀尾氏が北島宗よりの動きを見せた
ことをι己・ナ
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西笑和尚文案

jl・瞭醤郎右南門、
椴本巾店1●」、佐
冊長門守

]605

地頭堀尾三介公

理長9年10打6H
久

棚同寺纖。「相臓占裁
文案犯32ぢ咲

貴芳択笏室の申し分について古鴫の
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堀昆吉哨霄状写
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Ii三捉}
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柧リ山越覇竿姿村N

豊亢寺・和「卸西父
承兌厶糾光寺和尚
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j}.イ,;イLJ!11)

農1と}9)正9

慶長16午3月足月
,L

宇能遅神社棟札

3]0

堀兄帯刀死t、吽夜ヨリ往乱、供以郷
此、

1612

補遺慶長]6年3月
j己1] aミ

畷長]9310
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堀足宗木行人迎新'冉写

315

ノ、峨IN神原村払"り、畷神社の造営、地
繊ル河N助

16H

元和元正吉

工宅加兵.衛霄糾

女部六弘氏裁 1、1別展吐胤兄氏と
払汀剛班上松ゞ葬」鉢>ての艦示
※

316

堀尾民部冉杁

堀1亡識刀六晞の避".金W併父と迫肅が
i瓣tへ占、上で太る

堀晃山城守

16契
15

()卵元)卯25

堀足'1城宇参院、鉄丁・"叔じる。家丁
数十人御"見、

317

石川凌迎跡日相靴,火坂の
陣等党・冉

腰増安大夫{花羽1}、山
出勘古衛門(花打1)、眺
出文左衛門オ詳r

i譜牌兪鉄挑訂ι号
丘、装)美

]6]5

内記

元和元春陽

大練郡字冷マ"ノ、暢抑鄭1:殿、地頸小
朝臣雌脚南門切宗1ふ抽朝臣落合1
衛門豺由裂

318

女房書扶

饗長16圷bj」17H

村足七鄭右衛門手W、
雀部二 市郎兵
衛}何判

]615

(j沈元頃)921

神主波多野研介

条・

堀児ス占お暴の水図'↓1鈍成買
堂之矩裁成1、J上芥之助糒;成1^"
之1小古之,1}「リ11堀晃之'1;

3]9

出雲・降岐両矧の領11を認める

堀尾忠昂冉快(折紙)

慶長20]112

江戸城の吉論について、燃ケ'大名は
"諭に出ず在田サよとの触れだが、念
をテ、れて1工戸に出る"記求に堀尾帯刀
孫他、鴫)等の動向を挑U.1る

}615

堀祀民部イ詳11)

、臓立公文よ

北島家藏。1出安國逃家文冉Ⅱ88
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西暦

元和92、5

1622

355 元和93.10

熱田裁断橋儀宝珠銘文

}622

文書名

356

堀尾但馬・揖斐伊豆安堵状

]623

元和9313

357

揖斐伊豆書下

]623

兀和96玲

358

堀尾但再・村尾越中連署書
下

元和9Ⅱ

}623

359 元和9Ⅱ

堀尾但再他2名連署書下

3印

]6器

堀尾但馬にく花押)、
揖斐伊豆高清q討甲)

元郭9Ⅱ

361

堀尾民部沓下

1623

者

允和9H

伊豆(印)

堀尾忠、晴判物

}623

362

但再(里印)、
越中(風印)

允和}0正

堀尾恕鯖判物写

ーを子合?手

1623

363

堀昆恕鯖判物

堀尾但汚万成井酎剛、
村尾越中正以(花押、
揖斐伊豆舐剤花押)

兀棚10正20

]623

神主大蔵

堀晃忠鮎知行宛行状写

神主宮内兵輔、神
主椛太輔

1623

堀尾民都(花押)

〕ι

堀尾金助33回忌の供養に款田裁断橋
の架橋する。

}6討

三木與兵衛

361

忠鯖(花押)

秋廃郡大野庄高宮袖主屋敷竹木宮廻
りの安堵

堀尾恕、晴霄杁

儿和10316

恕、晴(花抑)

神主門脇宮内、同
権大夫

内容

御祈念の米6折の安堵

仕従高階恕鯖(花押)

中原神主荘工

忠ル判

16討

菱根新僅歯作の指示

3備

千家王殿劭

千家冶部少輔他]0名迎判杁

兀和106吉

366

千家主殿助

末汰の3つの宮の安堵

寛永元)820

堀尾山城忠購(花押)

玲7

波多野瑞防

中線宮地境の削の通り安堵する

熱田裁断橋儀宝珠(名古屋市立博
物館蔵)。f執田裁断橋物i副※

千家沽部少輸鳥空花
抑)、同和泉守家 1花
押)、赤塚左兵・衛野上
恬{花押}、中木五助LI
之{花押}、同五左衛門
肘袷',紺郡W、長谷老
敲守廣佐{花押}、千宗
主殿助f.信(花押ハ同
1_区和幸q[押)、中1
監(花押)、長谷右兵南
獣和之{花押}、平晃式
都少輔靴,(花押

則永兀)8野

1624

ブ宮久治郎

国造千宗1〔疑より割分200イiと杵等屋
敷3力所の知行安堵

36X

内杣社蔵文書件公江市秋鹿町)。
湘島根県史援築資料」※

宇能遅神社練札

162d

出

寛ノkJご S27

国造千家罷廣よ1γ剖分200石と柞築屋
敷3力所の鄭行安堵の写

布9

須忠都久神社文霄f松虻市)。(東
旦1景三)※

堀兄1、励汚甑

寛永甲子10H

16凱

袖門郡向妙見神主職の安堵

370

三木亀之助藏文書。搭ι根県史1
8※,三木家文沓細島根リ'{史編尊
資"1

詞造千家

な十定網冉ガ、

忠哨、「宮久冶郎へ]50子1の領知の宛
1丁0

見水兀

^6討

37]

伊専二4 {'
杁探

堀尾忠鯖は半役9万30W石で人坂城普
請に参加する。正阿5日に丁事命令が
出される

須恵都久袖社文霄(松i〔占)、(東
女ιPI)※

]6ヨ1

凡顎1093

372

地'↑神1Ⅱ屯札

1荷

ノ'邪109 ]6

可縦波比神社文沓(松江市J。(礁
リ1;三)美

1621

373

千宗1、、蔵

帳懇、占嘩利支天堂棟札

千家男儒亥文書3(出雲市大社
町).1恨島根県史編篁資IU嶽

寛永π10古

堀兄山坑守qι押

]621

1ち也料冉

371

千家屶爵家文書2(出雲市火村
町),i旧島慢県史編築資料撚

な1匙中÷途柄化
打])

小朗伊サ霄状

Ib24

寛永元 101,

堅家文冉忠宝市)。f旧島根県史
編竿ぞHH濠

鄭二所大明祁再興棟札写

375

I「yr→仏一子1」、}伊勝立
示、1ヂ.'11 ・'1

長松統{堀兄忠氏正室}の祈"仁つい
ての取り1ため

1624

寛永237

「伯耆志」左},介見郡1。會見郡
平問村。1W伯叢古11※_

376

美hvJ肘ψ煉札

松1.川

16討

寛永2 S 2、1

「鍋島勝蕨'ぢ沈y田立公文古鈍
蔵)。「火叛市惚史11」7洲

地冶八轆宮棟札

11、 1'・ 1.仏・勺

}625

千家屶爵氷文古6出歌市火村
町)。1旧島櫻嚇央編莫資"」※

寛永21016

地験N川干別j1 治合教道_八材増見
宇載・野平右衛門

小朗伊教守ι、「_、化
押)

堀足但勗・村尾遊中述Z沓
下

Jξ11,1,,U '」

378

堀兄恕、略、山「よ,恢式へ大坂城イ1加の破
損について迎希し、地議を申しテ、れる

]625

寛永3正]フ

堀兄恕砧願文

379

元和6{1'、じ"で堀足'Sの筵いたイ1麺破
難について細十h衆の穿弊かあるこ
上

]625

寛永3卯25

「印"にて忠、酷の
之字あ;)」

千家男爵宗之当3(出雲'寸、衿
町)、斗「HΠ1{県央樹築資鷲撚

八幡宮祁U廿干1,

380

最揃イ1」司の11} rjHこついて

1626

寛永38Ⅱ

同造千宗

381

堀晃宗三心h池署左書

W'斗0皷小,亀""(.11城子局淵忠略

}626

寛永3825

担馬("!印)、
越中 1型印)

382

揖斐伊豆・村尾遊中地料霄
4大

,胤忙t,、峡先主,

宣永3825

383

宇椛遅杣社(雲桷市加茂町)。1加
庄紺史ぢJ資11潟^

]626

高階堀星山城守恕而
朝臣(花押)

寛永3Ⅱ吉

堀尾家靈行人迎署寄進状写

「御手許文占・」。「忠、'公紀2」1山内
宗兜1、ト1。「大阪市史史村」71"

3別

堀兄但巧、後畔吉右
衛門

1626
詣大名官位昇進次第書(折
紙)

富叫主堀尾山城守

暁永3)極9

洋"チ・';〒文代心、、屯』宝公武12」「山内
家史IH.「大阪市史史11」71※

1626

385

堀尾也巧力成{花押、
村足越ホ正以イ花押)、
掛斐伊旦高,青W吋甲}

下木與兵櫛

寛永3極

1626

御守護堀尾山城守、郡松1」止右衛門

抱,1政条日記

「郷子許文冉よ、恕、k公紀2上山内
宗兜"」。!大阪市央史1・共7N

堀尾氏朝寄進扶

揖斐伊日,高淌イ化
押)、村兄越中圧以
河詳W

出雲縫岐守護堀尾山城守',陪恕励朝
臣、泰行堀尾但弔方成、揖斐伊豆島渚、
堀晃采女

}626

埋冶袖村.1お三、市)'髮沽ーイ塩冶
田紀N

玉袷八゛1'J神1述
成誌J'1¥f示""

堀尾宗奉行人述箸書杁(切
紙}

畿慧・寺纖1公il.市干揚酉D。「隷誓
む・上初代松IT藩・主堀尾氏」写央
ノ.、ζ IJ、貞リ【、L.キ、

}626

堀尾但氏、批斐伊豆

茨根新Ⅲ當作の指示

堀尾忠弗法度条力

千家主投助

千家屶舟支之il}6^出蜜市火社
町).1粥工井則山延号粟贇H住

柴角顎之

如一所ソJ男神牛h「市(大廃町)'
1{k脆村it、1※

田造千家

1り之町面六期Jξ、21i3ヰ・リH合

堀尾掃部氏朝く花キル

美靜潤町美保杣社文当'松π市美
捌櫛「D,1八央ι翫111、似"社文
it} 5-1,・碧

彼多野瑚助

両牢ド宮竪效について誓茶の仰せに
より安」ぎする

堀尾采女、、 qE押)、
堀尾但巧高成f花押j

地冶1ψ礼11顕市}、1く沽・・f塩斤
擢己己撚

出雲佳従堀尾山城守
高階忠晴(花押)

大社弄殿の修復に陪す乙

・.木亀之勤藏文冉。 1島11"1史」
8※.モ木宗文冉IW島哥W,t史挺堅
資十H

崟寺阿賊院

女川祁門む輝赦少見御杣領の醜北譲杁
の通、岡村30イイを寄迅

生棚院茲オ公f1 市},刑ι11Nι央IS
※。ナN1院文冉f東央影)

国造北鴫

堀足恕、哨1俗し、付従に任ぜられる

長陽竹八帳宮文冉中コ1.市于淵
町J1八東郡誌」〒陽村八0岳宮文
11;' 1 ・}J 三11

両国造

堀晃恕鯖、松平直政ら四品に昇進

堀,足氏朝、苔光山崇寺領として三刀屋
の内抱ホ竹10石を寄進・ナる

1宗屶爵宗文書3{出釜'市大H
晦),1熔島根県史編纂資村脳

堀尾宗返行人から観造北鵡広ギへ杵
築法度を出したので社家一同堅く守
るよう伝える'

千家男兵宗文書卜出奮市大社
町)'f旧島摂県史精築資1-1N

堀尾恕、晴、杵築へ法度を出す

粲京文古■雲↑糊,、f1蹴肝R県史
粧箕姿引」※

〔66〕

天理ソ、学村属天理凶冴魚蔵(奈R
県天理市)。「吉森県史1近世]、898
号ま

火目本古記録刑が四'顎'酎※

苦光寺(崇寺)蔵文沓{雲雨市二刀
屋罫)、r旧島根県史編気資耕蛾

北島家蔵。Π"雲國造家文舎」205
号"

出雲火社註文書心出雲市火社
町)。i旧島根県史編纂資羽」※

年代は捉笹

考典、
一
口

ι
一
門発号



no

386

41Ξ

1寛永、1317頃)

387 寛永5

西暦

388 筧永5

1627

389

長松院殿真諦紹聖大姉之御
辞世

]628

亜ポD

文書名

慶長年中ヨリ寛永圷中迄御
城廻御普請御手伝御務之趣
公儀江被仰出候記録

390 寛永633

391

]628
人坂御ニノ丸南輪御苦請之
時萬罫用象四組割符御帳

寛永633

392

1628

寛永6325

393

部分御旧記

]629

寛永6523

発給者

391

堀尾忠晴沓状

1629

,宣永6)75

堀尽轡晴書状

395

]629

寛永7正27

酒井忠糧沓軟

}629

396

北島広孝目安状写

]629

寛ノK71"1註

397

堀尾局成杏;上油1紙)

給

1630

克永87フ

39S

出雲"従忠菊く花押)

堀尾縄巧書下

{寛永8力}フフ

1630

出雲侍従恕MqE押)

399

癌"雅臭頭忠世(花
押)

長松院(堀尾忠氏正室)寛永4年3月]フ
H死ま

堀尾乗女冉訊

寛ノkS721

]631

1〔X)

堀尾山城守家中が、大坂城普請に参加
する

広キ

堀尾乗女冉ガ、

163]

寛永8721

団造千家

堀尾但氏高成qモ押)

堀足采女霄状

伯1

堀尾山域守宗中かf大坂城菩請場での
目用を用いた史宇1

163]

日御務

寛永釘21

怪巧哩!印)

堀足曹、発伝逵軟

殉造

堀尾忠、こ青は半役9万3000石で大坂城普
請に参加する、

163]

扮2

久徳勘解血、佐治
刑部少輔

徳川宗光の萢癒のため大社での祈念
を依頓する

堀尾乗女イイ捌争j

寛永SS'j

堀紀忠萌伝匙款

103

]631

北錫

蒜削家光の萢癒のため日御砧神社で
の祈念を依頴する

堀足采女q鷲羽

寛永8S5

天理大学付属天理図告館蔵{奈良
県天理市)。「国書耗旧録」"

堀足忠晞n゛圭状

舶1

将軍宗光の本復を伝え、恕、晴の依頼の
祈念に諭意を示す

三木奥長衛

堀足乗女1イこ押)

1631

山口県文客鮪蔵イ山口市)、r大阪
市史史半H71※

互永S8

出典

d05

矧造千家算能との相諭の訴壮案

端足唆詣行途箸汽扶

佳従島硲恕,礒.花押j

属造千宗

'寛永3、89

阿波伺徳島懿須賀家文書(同文¥
研究史料館)。1大阪市史史キU71
※

天秀院1チ姫)の癒措のため祈払依頴。
鷺ノ宮のを数も繕るよう伝える

]63}

W6

伺造千宗

佳証膓階忠靖孔1礼

寛永釣朔

堀兄乗女告力、

]63]

荊モ本県史料上長世3。秒、阪市史史
料」71炎

107

菱根新田欝作の指示

じ口千家

堤兄捕部鋼古状写力

]63]

了Σ永8}92

千家男島家蔵(出雲市大社町)。
「島根県史」8派

矧造北島広孝.の出行に対し、北島平 1・
鄭へ広孝に杵笑へ戻らせるよう伝え
たことを知らせる

片従商階恕爺{花押j

10S

堀足采女ψ劇尾剖巧迎署冉
紘

杵築両国造

イ菟

日御碕神社蔵文沓3湘島根県史
矯菓資料n

}63]

寛永諦 15

堀足采女、1酎甲、堀
足也朽ゞ譜和

考

曹爺の当月の析持につぃての内容

千家男爵家蔵(出雲市大社碕)。
「島枳県史」8炎

堀児示女冉杁

井笑両厩造

W9

]63}

山城守様の当野の祈樗仁つぃての内

北島宗蔵。「圖造北島広孝窕書井訴
状案リ出黍餌造家文皆」22]号※

寛水8}禾917

柘弐正鯵宍1た折紙、

堀足乗女花1墹

心0

)1、御所徳川秀忠の物により将軍家光
よ'J大社に祈林を行うよう仰せかあ
り、堀尾忠、晴が両同造へ伝達Lた

163]

牙御務検戒

北島家裁,「出雲國造宗文沓北俳
碁

寛永8920

11 ]

堀晃鍋部幼

伽ξ、'h電'1'り;

三ホ亀之助藏文書, 1島根県史」
8鞭.三木家戈書f旧島根県史編篁
資IH

ノ、樺所徳鮒秀.山、の当により苓軍家光
よ,Jプ、社仁祈持を行うよう仰せがあ
,〕、堀足忠舗が両同誥へ伝逐した

堀晃采女イヒ抑}、堀
忙也1弓力成1ヒ}甲)

宣永9力)正22

163]

同;五・T・'1:

U2

堀足世巧書杁

話k9正2似降

ナ、御所徳川秀心、の嫡によ;)1;軍室光
よ 1)日御磯神餅で祈IJiを行うよう仰
せがありJ屈兄忠晴がΠ伽島検校へ伝
11しノ'

千家男厩宗文書6(出妥市大社
町上1氾島摂染史糧纂史キU※。
、挟橘談」後編に引用。

]631

端尾乗女^1討靴

覗3

"、 1.1モこE'

士井利勝冉な

1632

稻藍H後守正聯礼
押}

寛永9力;2]9

"4

千宗男爵家文書訊出雲市大社
珂).1旧島根県史概纂史÷琵※

波多野権大夫

大御所秀習、の柄の析樗、亀足家より堀
足碕幡が忠鯖宅代で大社ぢ詣を伝え

堀虻采女・堀尾仙巧速答袈
→k

寛永9卵25

〒家男爵家文轡瓢忠雲市大社
所)。1旧島摂県史綴県史料.1※

}632

R郷勢鄭タ、

内諄那賀宇二,.重、花
押,

る

d 15

桔川秀忠形見覚巻

年代は受筆

1632

大御所後撹秀W,の:,1iにつき祈焼を命
七る

(寛永9)6 }0

千宅男島唆蔵{出獲市火社河j
t島枳県央玲§

尋御殆尊久

堀足宗塗h/、仲箸書;k切
飯ノ

堀足担."プi1立、1譜皐シ

]632

U6

j、i:笥秀徳川秀W、の■じつき折14を命
じる

北島宏蔵.t出敦駆造家文削208
ι 1

ーエー%

同造北鵠

堀尾九十鄭轡紘

内容

_1_井火妖瓢利騎f花
1甲1

寛永9)6]0

人鄭所徒川秀恕.の菊にっき祈拷を命
じる

]632

村7

伺心北島

堀晃采女・イ酎平、堀
足但巧力戒,1酎平}

j◆勧訴後川秀忠の不例により駐御酷
神社での祈持を行軍よ 1}堀足他,、哨へ
命じ巧力たことを伝える

目御蕎神社蔵戈冉3細島根県史
績箪資朴配

i寛永僻6]2

堀足采女害な{折翫}

心8

]632

捻川秀忠の扶父治巷の祈祥について
謝意を伝える。

n1迅・1ノ京

{寛永9>628

千女屶野字藏(出雲市大社珂)。
i島穫県史」剖

堀尾宗斈行人迎署害状

堀晃乗女゛1孔抑ハ
堀足但町高成イ花押)

後川秀t,の宗気治埼の祈祷仁つぃて
堀尾山城守から堀晃掃都が大礼へ尿
造でれ所念か1丁われたことを将軍宗
にも伝わ0た上伝える

119

}632

司造北島

袖魂神社文冉{松河市大庭磁}。
1八'迂路醸神魂神社文寺73染1晝
宇六社文書」利、上家文害251号

堀忙九十郎久{X花
1甲

イ寛永9力)83

小院伊与沓杁

瓢造千宗

]632

智鯖杖の当月の祈念について郷巻数
の進卜か首足良くい0たことを、伊
豆火膳より樹いたこと

髪情一蕨{出雲ホNJ江冶掘記批

晃尾采女、、、1酎印)

堀足采女書状井斤訊}

小野宗文汽2(出姿市ナ、杜碕);獅
島1則ι史援讐資料上

結川秀恕、の罷気治篭の祈挫について
附意をイェえる

}632

北配乎十鄭

久徳内諾、、1花押}、
堀足但巧高成花
押)、揖斐伊豆高清
j花押)

堀尾宗泰行人連署書捻御J
紙)

小野家文冉2イ出添市大社町}「旧
島誤Pι史縫纂姿料1※

習宮での祈共として今村待七に代参
ざ■ta)

国込千家

北島業藍。f出雲画這家戈書1209
Ij二

堀足出城守に秀曽三1見として銀子
30卸枚

小峡伊与f 、1議甲}

国造北鵡

北島屶爵京蔵イ出獅市大社町)、
f島根県史玲ヌ

剥主忠萌祈念のため当二月の御供木
を来20日噌ること

堀尾采女、、(花押)

伊非諾御外遷宮について

同造北鵡

千室男角家之書シ出雲市大社
町).f据島恨県史袴纂姿斗撚

堀足采女、、新樹甲)、
堀足但馬高成(花押)

神貌社外遷宮についてを数融進の謝
迂をイ云える

別造干宗

北島男爵宗蔵(出雲市大社町J.
「島摂県史W※

千宗労爵宗文冉5{忠雲市大社
鋤)。f旧島誤県史援竿資鷲笠

国造北嶋

神魂社外遷筥について巻数階進の謝
逃1をイ云える

卸代は党1

天理大孚イJ属天理圃書館蔵{奈
良県天理市、「吉森県史」近1堪、
1021号難

神魂社外遷宮について巻数錯進の謝
きを伝える

圃這北鵡

北島京叢.t出雲矮造宗文害」2}5
・号※

堀尾采女、国造北島氏へ明日画中納三
水曼瀬氏成が、玉造温泉から大社へ参
詣、1ることを伝え、社頭儀式の奉備を
通達・;る

千家男爵宗文書k出蟹市大社
翻.湘島誤県史編纂資料'

神魂社遷宮について、国造北島氏の大
庭へ罷越たことに対し、奉行から建立
を成し遂げたいと伝える

北島家蔵。r捜婁函造宗文沓12]フ
号^

〔67〕

北島家蔵。1出雲綴造宗ス書」2玲
号※

千家男爵家文霄ν出雲市大社
町)。1帽島根県史籌菓資料脳

丘代は異笠

北島宗蔵。「出雲函造宗文霄」219
・ぢま

6門10督付堀尾宝
事行人連箸書状
より寛永9年と推

北島宗蔵。「出雲國造家文霄」220
号※

"代は異華

年代は異笠

年代は異雄

号 者受



no

420

年

寛永98,18

421

西暦

(寛永9)9吉

422

1632

く寛永9) 103

堀尾家三毒行寄並状

松3

文書名

1632

(寛永9)玲3

42d

松江蒋役人迎署証文

(寛永9)]03

1632

北5

揖斐高膚冉壮

]632

寛永9.103

126

堀尾倒再書"伏

堀尾但氏(花押)、揖斐
伊豆(花押)、堀尾采女
(イL押)

イ寛永9力)W5

発給者

1632

127 '寛永9)106

堀尾采女書状

12S

]632

山田角蔵(導副良決
(花押)、柘垣ヒ左衛門
引(里印)EI(花押)、
堀尾采女(里副

型水9,]23

北島広孝訴状案

1632

129

堀尾升家曾杁

6.永り

1632

受

揖斐伊豆高清

ι、

岩屋寺

け

給

平河半介冉状

1632

リ

堀尾但尻力成1花押)

6,ノニq

堀児采女冉状{折紙}

130

修理免摂前善右衛
門、与一兵衛

1632

堀尾采女一(花抑)

寛永光 lf 蔀

武州鵄朗郡托戸庄図

131

広キ

仁多郡横田村岩屋寺領、同所新樹15石
寄進し、都合30石とする

1632

圃造千家

寛水1021b

綿2

配所残筵

堀尾丹家区口q討鵬

!、1j量千・家

松江縞、北島中書孝康へ大社神前にあ
る松袖え啓えのため、修理免の内で代
地を与えることを同地の肝前へ伝える

1633

(寛永10)り川5

内容

平河半介一EW捌叩)

133

堀尾家三未行連署証文

国造千家

1633

見永105

堀尾采女、、才E押)

神魂社遷宮について、住号斐伊豆は出
雲・綣岐両圃仕冊と記ノ、されている)

始1

堀尾一氏寺地返却状

堀尾采女正

1633

Ib}do)、911

杣魂袿遷宮についてか

区造千家

133

堀尾大綱冉壮

祁魂社遷宮じついて、巻数僻進のこと
{堀足乗女は出史+郡支両田Ⅱ.御と"
入されている)

1633

山廃枯五左衛門尚興
イ花押)

a水10917

国造千家

13b

出雲縫岐両國太宇堀尾山城
守家中1合斑く

岩屋寺文讐。湘島根県史編県史
料、1。「仁多郡誌」岩屋寺18号※

0ン批0920

北朗干十郎

]633

北島広孝、堀足采女へ上洛して勃詐を
得るために上盗することを伝える

堀足采女一朋{花押}、
揖斐伊豆高清(花押)、
堀尾但嘱力成q郡判

0、水10、9、26

堀尾忠哨遺三拔

出

神魂社遷宮についてか{旧例の如く遷
宮)とある

13S

北島圧子蔵文害(吹田市)。"、社
町史研究紀要N、北島正子家文冉
7号ま

1633

堀尾右近一氏(花抑)

寛永10)10-1

堀足家一'h寄迦北写

1633

大庭神課社遷宮に関わる

山庇三郎右衛門、
繊八鄭左衛門

139

]6:鍔

千宗屶爵家戈霄票出雲市大社
町)。湘島根県史編築〒井U※

堀児火隅氏鞠(花押)

堀尾采女、北島晒ギへ北島広孝が樹防
三Ⅲ尻まで赴いたことを伝える

堀足恕、畔1」、1P部塔

捗1永]0) 1017

ギ、H乎物'誠1部増

千家屶爵家文書1(出雲市ノ^社
町)。湘島根県史編篁資料』※

440

堀尾山城守屋敷地の確認かできる。現
存の東泳都立中史図書館蔵け写しだ
が、原図は寛永9午刊行。

波多野権ゾ、夫

堀尾掃都六.、气氏成
判

1633

(寛水10頃>

千宗男爵家文冉1{出雲市大社
町}.細島根県史撫築資1・U※

都川恕、刊六"、家

一峪山善光寺別富
肝前輿マ兵衛

44]

寛永9年、山廃麦行H歳、堀尾山城守家
老掛斐伊豆により堀尾忠、畴の前て冉
物を誌む、200イiで堀尾家に招かれる。

堀児山城守

]633

(稔水10頃)

北島家裁ゞ国造北島広孝兌古并訴
杁案」1出盧國造家文冉1221号ま

国造千宗

堀足但'n]、揖艾0"、/1、
堀足乗女

雛川恕、興冉杁(新紙)

下宅加兵衛の当1'を舸の如く承認・上
る」と

年代は製筆

千家屶爵家之冉"出獄市大社
町)。細島村N1ι央繊ヲ"H溌※

142

堀尾忠、萌画像

千家屶舟家文冉舮出喜市入村
日心,「Ⅲ島根県央繊粟賓H」※

城安寺の寺地を苦光寺に返却するこ
とを認める

(寛永H) 213

1633

年代は呉筆

'四jl "県、1内井'貰
殴、十"jゞ!上

北島家江J田造北島広¥覚冉并訴
状案」「出雲純込茶之ilH221号※

出雲国太守堀尾山城殿追善
独吟百鹸

伊非諾御遷寓について、千家の申J、を
使者長谷右兵衛畷から開いたとする
「大]子テ

年代は異峯

噛朏1'1,刊

東京都立中央図冉月靴.受知県西
尾市立岩点文咋。「田史大事典打

妙駈、、

寛永10年5"嶬?iの希勢てを元禄131兆
月に堀尾氏成の孫、ゞ1、T1欠硫潤どいう
人物が敏写Lだりオ、

年代は拠柴

4)年未詳

]634

炎

示」ι口ーマニ', U にU,

堀,昆家家臣連男願弐写

、配所残工_1。「岩i皮文脚」※。細本
思想ナ斬勺

堀兄、W 哨、゛1J1 史 111 '六 11 恕、鵬・ 1'」「イ1j
形ゞ庁老小に遺じを伝える

H3
{安上挑{1」1墹
5 20

午代は翼筆

埋冶神社、出雲市)。突清一1塩冶
旧記蠏

よ州i二多郡'澤H'W巌 1」1こ5イiを冷迩
、fる

魚忙俳左衞門對

寛永9作の神魂社
迄宮に鵬力るか

小ld

里村昌琢

乃木付善光寺ス1」K松打1市浜乃木
田)。レ新1君Ⅲt1筈光寺文J12号咲

円成説股炯班繊火'了海賢ネ打ノ、1'上

"ト米"詞9 Ⅱ

越中

久徳内膳判(花押)、堀
尾但再判く花押)、揖斐
伊豆判、前出丹波判、
小島年人判、堀尾火隅
判、堀尾左兵.衞判、堀
尾采女判、堀尾因φ岳
判、堀尾修理判

堀忙山城内 1公1"二物

堀兄恕餉炳死、ι,、1鴫、イi川宗 1側シ忠略
感4¥子への棚銑を働きかける.丁き
尽くしたが認め巧れす、家中の鄭行取
は当」1.の物成を希芋.・1る.城受取の城
番の愉繊,

千宗労"宗之汽1'出抵市大村
町)、細島杠Wキ々1局聾資"撚

,145

堀,晃吉晞冉ガ、(桜切"U

(年禾詳)Ⅱ器

「出宝口吐両純ソ、守堀足山城守寺、
中給軒iヅ東糸ノ、9女合図冉魚載,

M6

"配所残筑」延宝3
"正乃成立

芽

]0Ⅱ.1「HJ、」;・1大を芥見し、堀尾恕、畔i,冉
死を開いたとの返冉

(年未詐)]2]フ

堀尾吉発冉状

f,二顎餘鍬卜剖迂公之'"見肱)※
1 1公打"]'.、、」

417 (慶長頃)56

隆iJ'之,仁多郡拠出雲町)、1仁多
郡":1 1泙村隆諫寺文マ;5様'1細
'nR嚇史糧纂資縦

堀忙忠●とな村監物遺像

酒井・雅楽頸、士針
大炊頭、酉jl・讃岐

M8

塀,昆吉晴冉状

年未詳]09

守

119

聾源寺・-1U熊1り、f島櫻リ,や蝉8牙

堀足忠萌の追善独吟百額力

堀粥刀吉叱(花押)

誇河,寺咲珊{那,、f島"W上ど8泳

堀尾吉晒冉状

く年未詳)4 2

午代は児粂

部川唆文代。大日本近批史111訓
川家史HJH、685号碁

豊臣秀頼御内書守扉氏)

堀帶刀吉晴価酔円

堀昆家の家名再興にっいて廓冉を捉
出する

好,尾忠氏害状

堀本はh川家じ
イ云才Jる

鯏川宗之円',人11本近枇史"1削
川家tどIH5、1150号"

堀帯刀吉鷆(花押)

山宮内

堀尾忠、氏書状

円成寺藏(松il'「1i).叫訓ι1勤※

吉晧(里印)

仁口法印

,'1L11記念文矩、罷北1市兵1嵯ι立繍
(11麒嶋高校)。f則J;罷:111i1※。阿
之¥"究史斗鋪マイクロ

(里部)

浜松か巧手紙を
送ったとある

瀧左兵衛

曹、氏く花押)

r堀尾家記録上松江市)、f新修島
根県史1安料概2※

「栃川文冉」甘柏家文冉では鎌兪御所
御教冉、北条氏心印刊辻なとを収録

堀信濃守忠、氏(花抑)

笑雄五郎八

東京大゛央朴編
粟所データハー

堀尾帯刀

蔵人、EI

浜松在城の頃力。笑庵の労苦をねぎら
う

'L豊州

年顛の祝議の御礼

妙飽寺文11H京都市1.京区)

H粕小南門氏蔵文誤(神知削ι鎌
兪郡大船村X東史影}

〔6幻

堀江銚三郎氏謎文杏(東史影)

円成寺茲牛公?1市).「島根県史」S

東京たf史"編
桑所データベー
ス

祝{

酒井家家臣所持文古く東京大学史
科編纂所蔵)。「史料編算所紀要」
フ、酒井家家臣所持文辨2号※

東京大学史村覆
篁所データベー
ス{花押壮後期
のもの}

本法寺文書{京都市上京区X東史
影)

堀江沌三郎氏蔵文古(東史影)

東京大学史斗編
竿所データベー
ス

東京大学史千1概箪
所データベース

東京大学史料編纂
所データヘース

老倫典者号

7工
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西暦

年未詳9 Ⅱ

488 年未詳

下万源在衛門書状け扉氏)

文書名

489 年未詐7器

下方源左衛門書状断縛

490 年未許5 Ⅱ

たかくらいち巫女非行書出

491 年米詳Ⅱ.20

発給者

秋上神主訴状案

下腺た衛門(花押)

492 IF未,1 2 3

野力村三郎左衛門尉書状写

下方源左衛門員清
(花抑)

杓3 イ1・ポ,1:72'1

酒郎兵衛書状写

191

浄音寺、別火

11'永'{ 2 6

1ト〕5

大庭神主

肢藏人禁制写

{1",1;,¥626

496

別火右近

野た村三郎左衛門尉
在判

年11"丁 728

宮内書1大写

,197

郡役綿の事について、桑漆の木を植え
る触れがあったことを伝える

年米守田2

堀尾宮内少輔一伝書状

五郎兵衛判

おきやくちん、い
せとのさま

伊井諾・伊非冊両社へ御供米、宮内殿
御切手6石の内3石をいち方へ渡すよ
う蔵人から指示かあ0た

堀尾宮内少輔一信者状

内容

498

藤蔵人判

小近江守書状

年未評217

秋左1上力]

たかくらいち私曲の事、慶長Ⅱ年頃の
出来事も記している。

堀尾高成沓状

宮内在判

四9

空清、右近、久左衛
門、三郎右衛門

御神領のことについて訴杁。忠甜b朗長
以前か

年永詐}026

堀尾宮内少輔一信
(花押)

500

大庭袖田を湖査し甚役であることを
伝える

堀尾宗泰行人迎薯書状(折
紙)

年朱iギ 52.1

堀足宮内少輔一偏
(花押)

神魂神社秋上家文霄(松江市大
庭町)。絶宇六社文書」秋上家文
沓236号嶽

大庭別火

50} "1斗く,乍)1干6]0

小近江守貞温(花抑)

空清等からの告状の返事、御鷹の大に
つ、、て

神魂神杜秋上家文書(松江市大
庭鴫。『意宇六社文割秋上家文
霄239号※

出

大庭別火

502

堀尾左衛門尉高成
件酎判

布施又兵南冉状力

{ギ井てi,干極 8

圃口区区E

袖魂袖社秋上家文書(松江市大
庭瑚。!衣宇六社文鯏秋上家文
沓説1ぢ※

たしま梢心

大庭宮山に閥する

訊帰

吉川若扶守貞垣qz
押)、堀尾孫兵衛氏親
(花押)、小配伊予守
正利q沙W、堀尾頼
母助正宗(花押)

倒造千家

町斗ζ許:]010

gq似Jr南捫冉松

杣魂神社秋上家文書(松江市大
庭町)。i意宇六社文告」秋上家文
冉2四号濠

501

風造千家

大庭別火への返書

{{1ξ1ミ而羊) 3}0

505

杣魂神社杁上宗文書(松江市大魔
町)J判1魂社領文霄再(巻子)Ⅱ意
宇六社文マ打杁上家文書M例ナ※

{荷

熊野別火殿

大社遷宮に関わる

堀足但再他3名迎料冉杁

堀尾但巧内布施又兵
衛

(年太詐)9朔

5()6

火社遷宮に関わる

杣課神社秋上家文書(松江市火
庭町)。「神魂社領文霄宮(巻子)」
純、宇六社文冉」秋上家文書妬僻ナ

村尾正以古υ、

{{1',k,1.} 3 } 1

507

たしま q吋Ⅲ)

火札遷宮造営に関わろ

圃造北朗

堀尾一偏・小配正和連署書
伏

(q 求,T)稲】9

※

508

かたいろ壱端、からしまーたんを送
り、祈排を依頼する.

一畑寺文沓細蛋市)。「一畑寺古
文書関係資削34号※

;河IM、ノ'衛門ゞ捌111>

神魂神社利、上家文冉(松71市大
庭町)。「古文書空(巻子)H意宇六
社文書」秋上家文霄拓7号"

{年求,T) 6}2

509

堀兄采女書状

堀但凡1捌Ⅲ)、久内
臓河麟1円、11ヒ郎右
南門【イ刷甲)、掛伊U
詳財柚

野崎十兵衛

(年米ずi.) 9 1S

神魂袖社利、上家文沓(松江市火
庭町)。「古文書沌(巻子)_『意宇六
社文マ誕秋上家文書167・号※

5]0

剛村妙見社遷宮執行に関して波多罫
県太夫と御崎との問の相諭について、
堀,足家桑行よ:)矧造北島広キへ問い
合,コせ

堀兄采女書状

、、ざ'なぎし、ち

(年米謝卯舗

「堀尾出雲様御奉
行]

塀,1t久効書壮

付昆七鄭右衛門(花
押)

5H

千家男癖家戈書1(出雲市大社
鵡。細島根県史編算資料」※

」[外・ケ

(年未詳)卯鉛

堀尾宮内少補一信
(花抑)、小胡伊豫守
正和q酎耽

1拘Ⅲ丹波書状

千家男島宗文書心出煮市火社
町)。「恨島授県史編泉資1+1※

「堀足民部殿御家
領」

女松院難領分の杣円郡埋冶Uを壇諾.
八幡宮へ寄邊すること経緋を、C寸

矧造千家書壮

千宗男舟家文霄心出雲市大社
町)。r旧島樮県史編粟資料」※

512

キ」、ケ 1、

堀尾采女才剖甲)

堀兄采女・堀足包馬逹署霄
状

御局様よ"御初秘の嘔

峰未詳)虜19

「堀昆帯刀様出雲
松御「上置」
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